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沖縄県本島における熱帯・亜熱帯果樹類の調査
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Summary 

An investigation into private orchards and institutes in Okinawa Main Island was 

conducted from July 14th to 17th, 1997 for future introduction and cooperation on gene 

resources of tropical and subtropical fruit crops. By this investigation, it was confirmed 

that 24 species of tropical and subtropical fruit crops are being conserved in three private 

institutes, Tohnan Botanical Garden, Yambaru Subtropical Garden and Tropical Dream 

Center of Marine Exposition Memorial Park on Okinawa Main Island. 
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1. 目的

南西諸島はその名の示すように多くの島嶼からなっている。特にその中心となっている沖

縄地域は，歴史的にも中国や東南アジアと密接な交流があり，現在もその交流は続いてい

る。また，亜熱帯地域にあることから，それらの地域からの熱帯・亜熱帯果樹類の導入・栽

培が古くから行われており，琉球王朝時代の文献に記録されているものでも，パパイアやバ

ナナなど， 15世紀にさかのぽるものも認められる 2)3)。また，マンゴーの例など，近年にお

いても導入される果樹類は多く，これまでかなりの熱帯・亜熱帯果樹類が導入・栽培されて

きた。それらの果樹類の多くは，大学あるいは沖縄県農業試験場などにおいて保存されてお

り，それらの情報はすでに当研究室でも入手している。一方，観光産業の盛んな沖縄地域に

おいては，個人あるいは会社組織で植物園等を経営したり，最近の果樹農業の隆盛に伴っ
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て，個人的に海外から導入・栽培している例も多い。そこで，今後の研究上の参考とするた

めに，沖縄県農業試験場及び琉球大学農学部で農家や個人あるいは会社組織の植物園等の情

報を入手し，保存されている熱帯・亜熱帯果樹類を調査した。

2.調査方法

調査は，沖縄県本島の，那覇市，沖縄市，名護市，本部町で行った (Fig.1)。那覇市及

び沖縄市は主に沖縄県農業試験場による情報，名護市及び本部町は主に沖縄県農業試験場名

護支場による情報によった。沖縄地方における台風の被害は甚大で，調査とぶつかる場合

や，また，保存樹の状態も変化することか考えられたため，来襲前の 7月中旬を調査期日に

選んだ。 1997年 7月14日朝に石垣市から那覇市まで飛行機で移動し，その後はレンタカーで

移動した。同日に沖縄県農業試験場（那覇市）及び琉球大学農学部（西原町）を訪問して，

情報を入手した。 7月15日は那覇市周辺の数軒の果樹農家を訪問するとともに沖縄市の東南

植物楽園を訪問し，当園の保存する果樹類を調査し，種々の情報を入手した。同日午後，名

護市の沖縄県農業試験場名護支場において周辺農家及び民間植物園等の情報を入手した。 7

月16日は名護市周辺の農家を訪問するとともに，同市のやんばる亜熱帯園及び本部町の海洋

博記念公園熱帯ドリームセンターを訪問し，当センターの保存する果樹類を調査し，種々の

情報を入手した。 7月17日には東村の種苗センター沖縄農場を訪問し，遺伝資源に関する情

報を交換するとともに，周辺の農家を訪問した後，夕方那覇から石垣への帰路についた。

3. 熱帯・亜熱帯果樹類の栽培状況•特徴•利用法

訪問したうちかなり多くの農家で，マンゴーやクダモノトケイソウ，カンキツ類（タンカ

ン）の栽培（庭先栽培を含む）か行われていた。また，パラミツやゴレンシ，レイシの栽培

（庭先栽培を含む）も認められたが，特に変わった，あるいは新規の熱帯・亜熱帯果樹類は

栽培されていなかった。しかし，訪問した 3つの植物園ではかなり多くの熱帯植物か収集さ

れ，海洋博記念公園熱帯ドリームセンターでは12種類，東南植物楽園では10種類，やんばる

亜熱帯園では 2種類の熱帯果樹類が保存されていた (Table1)。そのほとんどは沖縄県の

本土復帰以後に海外から導入したか，県内の他の地域から移植されたものであった。かなり

のものか成木で，結果期に達しているものも多く，入園者に果肉やあるいはジュースとして

販売している例もあった。

訪問した 3つの園で保存されている果樹類は， クワ科，ヤマモガシ科，バンレイシ科，マ

メ科，カタバミ科， ミカン科，キントラノオ科，ムクロジ科，アオギリ科， トケイソウ科，

フトモモ科，サガリバナ科，バショウ科の14科1)4)5)6)24種に及び，重複しているものはなか

った。
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調査経路と調査地点

4.所感

南西諸島にはミカン科やッツジ科など一部に在来果樹類と言われるものが存在するがその

数は少なく，果樹類と分類するには困難なものも多い。現在沖縄地域で果樹として栽培され

ているもののほとんどは海外から導入されたものであり，人や物の移動が簡単になった現

在，民間においてもますます多くの果樹類が導入されつつある。しかし，それに伴い病虫害

が持ち込まれる機会も増え，これまで東南アジアが中心とされていたカンキツのグリーニン
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グ病が沖縄本島で確認されるに至り，現在沖縄県から他の日本地域へのカンキツ樹の持ち出

しは禁止されている。沖縄県内には山野に自生するカンキツあるいはその近縁種も多いこと

から，今後の対策には困難か伴うものと憂慮されている。マンゴー栽培に代表されるような

果樹栽培は，その種類，面積ともますます増加しつつあり，農家が個人的に導入する例も増

えるものと思われるので，海外からの果樹類の導入に当たっては十分な注意が必要であるこ

とを周知することも必要と思われた。
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Table 1. Tropical and subtropical fruit crops conserved in three private institutes on Okinawa Main Island. 

沖縄本島3植物園の保存果樹類

場所 果樹名 科名 学名 原産地
 ．--・疇  --••  -- - -... -- - ------.. ---  -- -  -  --

東南植物楽園 バンノキ クワ科 Artocarpus altilis (Sol.ex Park.) Fosb. ィンドシンナ～西ミクロネシア

ゃんばる亜熱帯園

海洋博記念公園

バラミッ クワ科 Artocarpus heterophylla Lam. 熱帯地方

ゴレンシ カタバミ科 Averrhoa carambola L. セイロン～モルッカ諸島

リュウガン ムクロジ科 Euphoria longan Steudel 中国南部

レイシ ムクロジ科 Litch chinensis Sann. 中国南部

バンリュウガン ムクロジ科 Pometia pinnata Foster フィジ一

ピンポン アオギリ科 Sterculia nobilis R.Brown 中国南部

ジャンボラン

レンプ

ケガキ

ホンビリバー

スイートグラナジラ

オオバイヌピワ

フトモモ科

フトモモ科

カキノキ科

バンレイシ科

トケイソウ科

クワ科

Syzygium cumini Skeels インド～インドシナ

Syzygium samarangense (Blume) Merrill et Perryマレー半島～アンダマン諸島

Diospyros discolor Willdenow フィリピン

Dugnetia marcgraviana Martius プラジル東北部

Passiflora lingularis A.Jussieu 中南米熱帯地方

Ficus septica Burm.f. インドネシア

熱帯ドリームセンター マカダミア ヤマモガシ科 池cadamiatenuifolia F.v.Muell. オーストラリア東～南部

タマリンド マメ科 Tamarindus indica L. 熱帯アフリカ

ワンピ ミカン科 Clausena lansium (Loureiro) Skeels 中国南部～インドシナ北部

アメイシャ キントラノオ科 Bunchosia armeniaca DC. エクアドル高地

マモンチロ ムクロジ科 Melicocca bijugatus Jacquin 熱帯アメリカ

カカオノキ アオギリ科 Theobroma cacao L. 熱帯アメリカ

ジャボチカバ フトモモ科 Myrciaria cauliflora (Martius) Berg. 7‘うジル南部、J¥oうク‘、アイ、 アルセ‘‘ンチン北部

マレーフトモモ フトモモ科 Syzygiu皿 malaccense(L.) Merril et Perry マレーシア～モルッカ諸島

ホウガンノキ サガリバナ科 Couroupita guianensis Aublet ギアナ～アマゾン

リョウリバナナ バショウ科 Musa spp. マレー半島

プラッドバナナ バショウ科 Musa spp. 中国南部～インドシナ



沖縄本島における熱帯・亜熱帯果樹類の調査

温室内で栽培されているマンゴー
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